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・・・今回、採用した案 ・・・アンケート結果で年長児に知っておいて欲しい対策として多かった項目

・・・アンケート結果よりわかった幼稚園での避難訓練内容 ・・・アンケート結果では少数だったが、一般的に言われている対策

・・・改善した点 ・・・改善点として挙げられたが、今回は考慮しなかった点 ・・・良い評価
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必要　

まあまあ必要　

まだ早い

無回答

  ・文字数が多く、ボリュームが大きい
  ・クイズの不正解の理由がわかりずらい
  ・文字が読みにくい（フォント）　　

  ・もっと小さい子供を対象とするなら、
　  仕掛け絵本や立体絵本等も良い

  ・もう少しポイントを絞った内容が良い
   （ダラダラ流れて子供が飽きる）
  ・説明をカットしてクイズを前面に出す

  ・「お・か・し・も」が少しわかりずらく
　  全部クイズ形式でも良い

内　容

　・避難訓練の存在を知る
　・非常ベルの音を知る
　・防災頭巾の被り方を知る
　・安全な場所を知る
　・非常ベルを聞いて、泣かない
　・教師の指示を聞く、従う
　・安全な場所を知る
　・放送の指示がわかって行動できる
　・教師の指示を聞く、従う
　・指示された通りに避難の際の注意を
    守って行動できる
　・放送の指示がわかって行動できる
　・落ち着いて指示を聞き、年少児の様子
    にも気をつけて、補助しながら避難する
　・目的を知り、どのような行動をとったら
    良いか考え、訓練に参加する

目的・内容

年少

年中

年長

幼児期から試みる早期防災教育の研究                       建築デザインコース    

－幼稚園児を対象とした現状調査と絵本教材の作成－                     飯泉 知花       
                              

                      
阪神・淡路大震災以降、防災意識向上の重要性が再認識されている。防災意識
を高めるには早期教育が有効だと考えられているが、教材等の環境は整っていな
い。この問題を踏まえ、本研究では幼児期からの防災教育に注目し、幼稚園にお
ける防災教育の現状調査や、園児へのヒアリング調査を行い、検証・分析した。
さらに、地震に対する意識向上を目的とした絵本教材を提案した。 
                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 まず、ヒアリング調査とアンケート調査から“幼児期からの防災教育”自体
の必要性について分析した。（図１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    （年少）           （年中）          （年長） 
            図１ 幼児期に必要な知識 

 「地震」「火事」について学ぶ必要性は、各学年に共通して高いことがわかっ
た。このことから防災教育は幼児期から教えるべき知識として位置づけられると
考察された。 
 

 
★ 避難訓練の実態 

幼稚園での避難訓練内容は主に「幼稚園で地震・火災が起きた時の対応」であ
り、「家庭での防災対策」などその他のシチュエーションについては保護者の指
導に任されていると分析できる。（表１）また、幼稚園によって訓練内容にバラ
つきがある。 

表１ 避難訓練内容に関するアンケート結果 

 
 
 
 
 
 
 

  
 

 

 

 

 

 

★ 学年別にみる訓練内容・目的と訓練後の理解度 

年少では“知る”ことから始まり、年中では“指示に従い行動できる”、年長
では年中での目的はもちろん“自分で考え行動できる”という目的も見られた。
（表２）理解度については成長と共に訓練への理解度は高まる傾向にあり、繰
り返し指導していくことで次第に身につけていくことがわかった。（表３） 
各学年の理解の仕方を踏まえ訓練内容により、幼児期からの防災教育は可能であ
ると考察された。 

 

表２ 学年別にみる避難訓練内容・目的    
表３ 学年別にみる理解度 

                      
 
 
  
 

 
 

         
 
★ 内容・構成の検討 

教材作成にあたり、絵コンテ５案を提案し分析を行った。その結果より「幼稚
園での避難訓練」を舞台に内容構成を行った。（表４） 

表４ 絵本教材提案の構成と分析 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 教材の評価 

試作教材を実際に幼児とその保護者に読んでもらい、「親の目」「子供の目」そ
れぞれの視点から教材の成果を分析した。（表５） 

表５ 絵本教材の評価アンケート結果 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 改善点 

教材の評価より抽出した改善点を参考に教材の修正を行った。（表６）修正前
と修正後を図２・３に示す。 
表６ 自由コメントから抽出した改善点       

 

 
 
 
                      
 
 
 
                   

図２ 修正前      図３ 修正後 
 
本研究から、学齢期からだけではなく“幼児期からの防災教育”の必要性と可
能性が考察された。また、年齢に応じた避難訓練内容や目的、訓練後の子供たち
の理解度から、その有効性も窺えた。教材についても、子供たち 
に身近な内容で飽きさせない形式・構成を採用することにより、 
教材の効果も期待できると推測される。 

 
イラスト：静岡県地震防災センターホームページより 

知る 

指示に従い 

行動できる 

自分で考え 

行動できる 

・・・年間５年以上、避難訓練を行っている幼稚園 ・・・該当する避難訓練・防災教育内容

・・・今回修正した点

・・・具体的な理解度

・親がしておくべき防災対策内容 ・家の中という内容で子供にとって ・「子供に教える・覚えてもらう」
・「親が何をするべきか？」という 　身近なことであることは入りやす 　という防災教材作成のテーマから
　　ことは伝えられるだろう 　 と思う 　考えるとあまり適さない内容である
・子供に絵本を読んであげることを ・対策を実際に行うのは子供自身で ・子供自身が行う対策内容ではない
　通して親も防災意識を高めてもら 　はなく親であることから、実感を 　ためクイズ形式にしても印象づけ
　いたいという目的には適している 　もたせ記憶に残す事は難しい 　は難しい

・親の語りかけで、物語のみで構成
　していく方が入りやすいのでは

・幼児期は親が守る場面が多く ・発災時の対処法はidea１よりは ・子供に印象づける内容としては
　親が覚えておくべき対処法 　子供自身が行動できる部分がでて 　子供自身が行動する場面が少ない
・特に火元付近の管理は子供には 　くるが「自分の身の安全を確保 　ためクイズ形式はあまり適さない
　無理で親が気をつけておく項目 　すること」以外にあまりない ・ idea１と同様、親の語りかけで
・発災時の対処法を知らない大人 ・身近なこととはいっても実感を 　仕掛けなしの構成良いのでは

　には良い内容 　与え印象づけることは難しい ・兄弟を登場人物を加え、比較を
　入れると、より子供に印象づける
　ことができるのでは

・幼稚園での内容でidea１・idea２ ・幼稚園での避難訓練は、幼稚園 ・幼稚園での避難訓練で、子供自身
　違い子供自身が行動する場面で 　に通っている子供にとってはより 　が対処できる項目あることから、
　構成されている 　身近な場面で、経験していること 　文章と絵のみの構成よりもクイズ

・家の中の対処と基本的には同じで 　であるため入り易い 　形式で展開していく方が印象づけ
　幼稚園という場面になったことで ・子供が自分で避難する訓練という 　やすい

　親が守る・親がするべきこと 　内容から実感・印象づけをしやす ・登場人物も複数のため、比較を
　といった内容は含まれていない 　いと思う 　とさらにわかりやすく伝えられる
・親がどう行動すればよいのか 　のではないだろうか

　は伝えられていない

・内容的には、 idea３と変わって ・災害時に子供自身がどう行動した ・比較・クイズ形式にしたことで

　いないため、親が災害時にどう 　ら良いかという内容であるため、 　伝えたい避難行動が明確に伝え
　動いたら良いかということは伝え 　実感をもたせ、印象づけやすい 　られ読んであげる大人も教えやすい
　られない

・子供の動きを主な内容としたため ・「素早く火の始末」という項目は ・ idea２の分析をもとに、兄弟との
　親がどう対応すべきなのか？という 　幼児期の子供がの子供が対処できる 　場面をつくり、比較の形式も少し
　ことは伝えられていない 　ものではないため、この案では外した 　取り入れた

・他の項目は幼児でも理解できる ・間違った行動と良い行動を明確に
　範囲であり、子供自身ができる行動 　示す事で、子供によりわかりやすく
　できると考え、繰り返し読み聞かせる 　伝えられる
　ことで印象づけられる

分析
【親の視点】 【子供の視点】 【全体】提案No.

クイズ形式 【家庭での防災対策】 ・家の中の被害を軽減するために、
・家具の固定 　普段からできる防災対策を伝える
・火元付近には燃え易いものを置かない ・避難後、２・３日は自力で生活で

ｉ ｄｅａ　１ ・非常持ち出し品の用意 　きるためものを普段から用意しておく
・避難場所などについて家族と話し合う
・寝室には背の高い家具・物を置かない
　ようにする 　子供にとって、身近なところで

　できる防災対策を伝える

クイズ形式 【家にいる時に地震が起きた時の対処法・家の中で地震が起こったときの
・まずは自分の身の安全を確保 　対処法を伝える
・素早く火の始末

ｉ ｄｅａ　２ ・外に逃げる時は慌てない

・狭い路地、塀ぎわ、崖や川べりには 　子供にとって、身近なところから

　近寄らない 　発災時の対処法を伝える
・避難口を確保する

仕掛けなし 【幼稚園での地震避難訓練】 ・発災時の対処法、避難方法を伝える
（文章と絵）・全学年に共通する避難訓練内容 ・基本的には家にいても同じ対処法、

・防災頭巾を被る 　避難方法であることを伝える

ｉ ｄｅａ　３ ・机の下にもぐる
・口にハンカチをあてる

・園庭、部屋の真ん中に避難する 　幼稚園も子供にとって身近な場面
（お・か・し・も） 　発災時の対処法・避難方法を伝える

クイズ形式 【幼稚園での地震避難訓練】 ・発災時の対処法、避難方法を伝える

・全学年に共通する避難訓練内容 ・基本的には家にいても同じ対処法、
・防災頭巾を被る 　避難方法であることを伝える

ｉ ｄｅａ　４ ・机の下にもぐる

・園庭、部屋の真ん中に避難する

（お・か・し・も） 　幼稚園も子供にとって身近な場面、
　発災時の対処法・避難方法を伝える

仕掛けなし 【家にいる時に地震が起きた時の対処】・家にいる時に地震が起きた時、自分

（文章と絵）・まずは自分の身の安全を確保する 　の身をどう守るか
・外に逃げる時には慌てない ・避難の仕方を知る
・狭い路地、塀際、には近寄らない ・どのように避難するのか、を知る

ｉ ｄｅａ　５ ・避難口を確保する

　子供にとって、身近なところからの
　対処法を伝える

形式 内容 目的

    回答者
 質問内容

  ２．シュチュエ－ション
　  　の適性

  ４．登場人物(ｷｬﾗｸﾀ )ー
      の適性

・クイズの不正解の理 ・子供だけで読むには ・もう少しポイントを絞 ・字数が少し多く、子供 ・４才児には少しボリュ
　由がわからない 　字数が多く、途中で 　った内容が良いので 　が自分で読むには時 　－ムが多すぎるよう

  ５．教材についての自 ・幼稚園の防災訓練と 　やめてしまった 　は。（ダラダラ流れて 　間がかかり飽きてし 　で、途中で飽きてしま
　  　由コメント 　合わせて使用すると ・もっと小さい子供を対 　子供が飽きる） 　まう 　った
　　（改善すべき点） 　理解度が上がるのでは 　象とするなら仕掛け ・字数が多い ・説明をカットし、クイズ

・文字が読みにくい 　絵本や立体的な絵本 　を前面に出す
　等も良いのでは

・自分（子供）の名前と ・避難訓練の実体験と ・全部面白かったと言 ・絵本を見て“読みたい” ・保育園で訓練している
　同じ登場人物がいた 　絵本が重なった 　っていた 　と思ったが字数が多く 　話題には興味をもった
　ため、興味を示した ・クイズ形式で２回以降 　読みきれなかった ・防災頭巾は少し難しい

  ８．子供の絵本に対す ・「お・か・し・も」の「お 　読むと、先に答えてい ・不正解の解答の理由　
　　  る感想等 　さない」はよくわかっ 　たりと楽しそうだった 　、正解がなぜ一番良い

　ていた ・とても身近な内容だ 　のかの理由がわかりや
・面白かった ・親が思う以上に関心を 　すく書いてあるともっと

　持っていることを知った 　良いと思う

備　考

ａ ｂ ｃ ｄ

  １．教材使用の適齢期 ４～６歳

適している 適している

  ３．形式の適性

４～６歳

適している 適している 適している

４～７歳

  ６．子供の理解度

  ７．興味の程度

適している

だいたい理解している

　興味をもった

適している 適している 適している 適している

適している 適している

適している適している

５～１０歳 ４，５歳～

　興味をもった 　興味をもった

だいたい理解している

少し興味をもった

理解している だいたい理解しているだいたい理解している

少し興味をもった

適している

ｅ

（
親
の
視
点
か
ら
の
評
価

）

（
子
供
の
視
点
か
ら
の
評
価

）

親
の
目

子
供
の
目

・不正解の理由がわか ・何度も読んでいるうちに ・かわいい絵で分かりやす ・クイズ形式はとても良い
　りにくい 　理解した様子 　くてとても良かった ・物語の舞台が幼稚園なの

・クイズ形式はとても良い ・長さもちょうど良い 　で行動にくい違いのない
・防災頭巾は見たことがな ・「お・か・し・も」が少しわか 　よう園で読み聞かせる、
　ため、わからないようで、 　にくかったようで、全部 　配布する、などできれば
　言葉で説明した 　クイズ形式でも良かった 　良いと思う

　と思う

・面白かった ・絵が気に入ったようで何度 ・「もう一回！」と言っていた ・園での訓練と重なり、展開
・ナマズに興味を示した 　も「読んで、読んで」と持っ ・「地震は怖い」と言っている　に引き込まれていた
・怒る火（火事）に疑問 　てくる ・地震がきても決して慌てず ・「地震て大変だと思った。」
　を持っていた ・「おもかった。」「よくわかっ 　に怖がらない、ということも　「おもしろかった。もう一回

　た。」と言っていた 　教えて欲しい 　読んで。」「火事の絵が怖か
　った。お友達はかわいい。」
　「お・か・し・も覚えたよ。」
　「おかし食べたい。」と言って
　いた

※２才児は「これ誰？」と何度
　聞くので動物の方が良いの
　かもしれない。
　幼稚園児には現実らしくて
　人間の方が良い。

適している

適している

３～６歳

ｉ

３、４～６歳

適している 適している 適している

　興味をもった

適している

だいたい理解している

ｆ

２～７歳 ３歳～６歳

ｇ ｈ

適している

適している※ 適している 適している

適している 適している

だいたい理解している だいたい理解している

興味をもった（６才、２才ともに） 　興味をもった 　興味をもった

　　　　　理解している（６才）
　だいたい理解している（２才）

★プレ調査（ヒアリング調査） 
・対象者：３才男児 ２名     保護者 ２名      
 
★本調査（アンケート調査）  
・対象者：東京都区内の幼稚園   １７件 
 
★絵本の研究 
・教材の必要性分析 ・・・プレ調査・本調査より 
・対象年齢別内容分析 ・・・・・・市販絵本参考 
・形式（ｸｲｽﾞ等）の種類分析・・・・市販絵本参考    
・絵本の人気傾向分析 ・・・本屋児童書ｺｰﾅｰ観察 
 
★教材の成果（アンケート調査）  
・対象者：２才～６才児 １０名  保護者  ９名    

　・教師の指示に従うことを約束する

　・あまり重大なことと受け止めていない

　・まあまあ理解している

　・よく理解している

　・個人差が見られる

　・指示に従って行動できる

　・ほぼ理解している

　・よく理解している

　・スムーズに行動できる

年中

年長

訓練後の理解度

年少

　・少し理解している

　・理解は難しい

　・教師の傍に集まれる


